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Abstract:

We deve一op an advanced LNG 一eakage monitoring sySte汀　using a tuna侶e diode　亨aser.

This system is exp一osion-protected and covers a　両de area of LNG stockさ′ard.　The

resu一ts of outdoor test and　もhe system outline for the demonsfcraいon test are

presented.

i.はじめに

L N G (液化天然ガス)は､火力発電所の燃料として多量に便周されている｡　そU)主成分

であるメタンガスは､大気中oA)濃度が5-且　　　CD範囲で弓5火により爆発するおそれがあるO

そのため､ガス漏れが予想される箇所に検知器を設置する等の安全対等を行っているが､よ

り一層の信頼性向上を図るため､低出力の半導体レ-ザ-を利用したメタンガス漏洩監視シス

テムを開発中である｡　従来の監視方法は､ガス検知器が設置されている箇所でのガスを検知

する点的監視であるのに対し､本システムでは､レーザービームによる面的な監視が可能とな

るO

これまでに行った屋外基礎試験の結果と実施中の実証試験システムについて述べるO

2.測定原理

Fl8 1(a),Fig.Kb)に屋外基礎試験で罵いた装置の原理野を示す｡　基本は鉛塩半導体レ～

ザーを用いた赤外吸収法である.　　レーザー電流を､鋸波掃引することによって､レーサーの

発振波長を掃引し､メタンガスの吸収スペクトル波形をデジタルオシすコスコープに取り込む｡

チョッパーからの同期信号をレーサー電流及びオシrjスコープ掃引のトリガとしているため､

積算取り込みも可能な構成としている｡
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Fig.1(a) Outdoor test equipment
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オシr7スコ-一丁に取り込んだ吸収スペクトル波形を=王ンビュータで処理し､メタンガスの光

二!'v　..'-I"了二　　　　　　　　　一.昌s;､手_∫ H　一一し~!'."　_一一∴こ　せ　一�"蝣I <_　　　　さい,ミlLL強!-'Vi<一

受光U)ゼロレベルとして､ ,ambe再-Beer'の法則によって算出するO

3.屋外基礎試験

屋外基礎試験としては､ '蝣蝣i-'連続測定による日光､雨等天候の影響調査　②人工的外乱による

屋外環境のシミュレーション　Oj2項冒を行った｡　人工的外乱としては､ a･大気ゆらぎ

b.砂ぽこり等uj浮遊ダス.7,　を模擬したo　ド用.2に連続測定結果の一例を示し､ Fi｣.3に

ダスト濃度の影響を調査した例を示す｡　連続測定での測定値の変化の原寓は､大気中のメタ

ンガス自身(2-3ppm )の変化に一部装置の不

安定性なども含まれているものと考えられるが､

天候{D影響はほとんど無いと考えられるO　　人工
0.06

的外乱として加えたゆらぎ､ダスト､の影響は著　M,/l--M
O.02

干見られる｡　しかし加えた外乱は､自然界の現

象としては極めて大きいものに相当するため､通

常の屋外環境では､そ0_)影響は蟹視てきると考え

児tas*

4.実証試験

1. 1.実証試験システム

屋外基礎試験を踏まえて､装置を防燥化した上

で､関西電力㈱のL N G管理所構内にて実証試験

を行っている｡　構内の約20m x70mの区域

に格子状にレーザービームを飛ばすO　　格子に相

当する各光路を順次切り替えることで､ 1つのレ

ーザーで複数の光路上のメタンを測定し､区域内

のメタン漏洩を面的に監視する｡　　コンピュータ

は非防爆区域に設置し､オシロス　　　プから転送

されるスベクトルデータより濃度を算出し表示を

行うと共に､光路を切り替える指令を行う｡　鬼

籍の切り替えはスライダ上に取り付けたミラーを

エアシリンダにて駆動することで行う｡

4. 2.試験内容

(1)既存のガス漏洩監視装置との比較

本システムは面的監視方式のため､既有の監

視装置との単純な性能比較はできない｡　実証試

験を通して面的監視方式の特徴の実際を明らかに

する｡

(2)信頼性､耐久性の確認

精度面での信頼性､耐久性:の確認を行うo
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